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論壇
1

は
じ
め
に

平
成
22
年
に
創
設
さ
れ
た「
租

税
特
別
措
置
の
適
用
状
況
の
透

明
化
等
に
関
す
る
法
律
」（
第
5

条
第
2
項
）で
は
、財
務
大
臣
が

租
税
特
別
措
置
の
適
用
状
況
に

つ
い
て
報
告
書
を
作
成
し
、
内

閣
が
、
こ
れ
を
会
計
年
度
毎
に

国
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
る
1
。
こ
の
報
告
書

に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
平
成
28
年

4
月
1
日
か
ら
同
29
年
3
月
31

日
ま
で
の
事
業
年
度
（
又
は
連

結
事
業
年
度
）
に
お
い
て
、
譲

渡
益
の
課
税
繰
延
べ
を
認
め
る

「
特
定
の
資
産
の
買
換
え
の
場

合
等
の
課
税
の
特
例
」（
租
法

65
条
の
7
）
が
適
用
さ
れ
た
件

数
は
1
2
3
1
件
で
あ
り
、
そ

の
適
用
額
は
4
8
6
0
億
円
で

あ
っ
た
。

租
税
特
別
措
置
に
は
、
特
別

償
却
、
特
別
控
除
、
準
備
金
、

及
び
課
税
繰
延
べ
な
ど
の
種
々

の
特
例
措
置
が
存
す
る
が
、
同

報
告
書
で
は
、
多
数
の
法
人
に

よ
っ
て
課
税
繰
延
べ
規
定
が
適

用
さ
れ
て
い
る
現
況
が
分
か

る
。
他
方
で
、
課
税
繰
延
べ
規

定
の
適
用
要
件
に
つ
い
て
は
、

そ
の
解
釈
を
め
ぐ
り
争
わ
れ
る

事
例
が
少
な
く
な
い
2
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
鑑
み
る
と
、
課

税
繰
延
べ
規
定
の
適
用
要
件
の

解
釈
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ

と
は
、
実
務
に
お
い
て
も
意
義

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2

課
税
繰
延
べ
規
定
の
理
論
的
根
拠

⑴
ア
メ
リ
カ
連
邦
所
得
税
制
の

影
響

我
が
国
で
は
、
平
成
9
年
の

独
占
禁
止
法
の
改
正
に
よ
り
、

純
粋
持
株
会
社
の
設
立
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
平
成

11
年
度
の
商
法
改
正
で
は
、
株

式
交
換
、
株
式
移
転
制
度
が
導

入
さ
れ
た
。そ
の
後
、平
成
13
年

度
税
制
改
正
で
は
、
法
人
税
法

に
組
織
再
編
税
制
が
創
設
さ

れ
、
国
際
化
に
対
応
し
た
企
業

組
織
変
更
へ
の
租
税
法
の
環
境

が
整
備
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

背
景
の
も
と
で
制
定
さ
れ
た
組

織
再
編
税
制
は
、
ア
メ
リ
カ
連

邦
所
得
税
制
の
「
課
税
繰
延
べ

（n
o
n
-
re
co
g
n
itio
n

）」

の
法
理
論
が
基
礎
に
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
3
。

ア
メ
リ
カ
連
邦
所
得
税
法
で

は
、
1
9
2
1
年
の
歳
入
法
§

2
0
2（
ｃ
）に
よ
り
、
資
産
の

売
却
な
い
し
交
換
（sale

o
r

e
x
ch
an
g
e

）
か
ら
生
じ
た

実
現
所
得
に
つ
い
て
認
識（re-

co
g
n
ize

）さ
れ
ず
、
課
税
を

繰
延
べ
る
と
い
う
課
税
技
術
が

導
入
さ
れ
、以
来
、こ
の
取
扱
い

は
、
判
例
法
に
基
づ
く
確
立
し

た
課
税
理
論
と
し
て
、
ア
メ
リ

カ
連
邦
所
得
税
制
の
基
本
構
造

を
な
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

⑵
投
資
の
継
続
性

ア
メ
リ
カ
で
は
、
課
税
繰
延

べ
の
理
論
的
根
拠
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。

「
あ
る
一
定
の
資
産
の
交
換
に

お
い
て
、
交
換
取
得
資
産
と
交

換
譲
渡
資
産
と
の
間
に
何
ら
か

の
差
異
は
存
在
す
る
も
の
の
、

こ
の
よ
う
な
差
異
は
形
式
的
な

も
の
で
あ
り
、
実
質
的
な
も
の

で
は
な
い（su

ch
d
iffe
re-

n
ce
s
are
m
o
re
fo
rm
-

al
th
an
su
b
stan

tial

）。

制
定
法
で
は
、
こ
の
よ
う
な
差

異
を
支
配
で
き
る
と
み
な
す
べ

き
で
な
く（su
ch
d
iffe
re-

n
ce
s
sh
all
n
o
t
b
e
d
e-

e
m
e
d
co
n
tro
llin
g

）
、

そ
の
交
換
の
時
点
に
お
い
て
損

益
は
認
識
さ
れ
な
い
も
の
と
す

る
。
課
税
繰
延
べ
規
定
の
基
礎

に
あ
る
の
は
、「
新
た
な
資
産

（
取
得
資
産
）は
、実
質
的
に
は

未
だ
清
算
さ
れ
て
い
な
い
旧
資

産
の
投
資
の
継
続
（co

n
tin-

u
atio
n
s
o
f
th
e
o
ld
st-

ill
u
n
liq
u
id
ate
d

）
で
あ

る
」と
い
う
考
え
方
で
あ
る（R

-
e
g
. §
1
.1
0
0
2
-
1

（c
））。

ア
メ
リ
カ
税
法
学
者
の
シ
ャ

ビ
ロ
ー（D

.N
.,S
h
av
iro

）

教
授
は
、
一
定
の
取
引
に
つ
い

て
課
税
繰
延
べ
の
規
定
が
適
用

さ
れ
る
の
は
、
そ
の
取
引
の
前

後
で
「
納
税
者
の
経
済
的
地
位

（e
co
n
o
m
ic
p
o
sitio

n

）

に
実
質
的
な
変
更
が
な
い（n

o
sig
n
ifican

t
ch
an
g
e

）」

か
ら
で
あ
り
、
言
い
換
え
る
な

ら
ば
「
投
資
の
継
続
性
（co-

n
tin
u
ity
o
f
in
v
estm

e-
n
t

）」
が
課
税
繰
延
べ
規
定
の

理
論
的
根
拠
の
鍵
と
な
る
」
と

指
摘
す
る
4
。

⑶
我
が
国
に
お
け
る
課
税
繰
延

べ
規
定
の
立
法
趣
旨

我
が
国
で
は
、
法
人
税
法
に

組
織
再
編
税
制
が
創
設
さ
れ
る

以
前
の
昭
和
34
年
、
所
得
税
法

に
「
固
定
資
産
の
交
換
の
場
合

の
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
」

（
以
下
、「
固
定
資
産
の
交
換

の
特
例
」
と
い
う
）
が
政
令
と

し
て
法
文
化
さ
れ
た
（
昭
和
34

年
政
令
85
号
、
所
税
則
9
条
の

7
、
現
行
所
税
58
条
）。

固
定
資
産
の
交
換
の
特
例
の

立
法
趣
旨
に
つ
い
て
は
次
の
よ

う
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。「
譲

渡
所
得
が
発
生
す
る
原
因
た
る

『
資
産
の
譲
渡
』
と
は
、
売
買

の
ほ
か
交
換
、
収
用
も
含
む

…
、
交
換
、
そ
れ
も
広
い
意
味

の
交
換
で
は
な
く
種
類
を
同
じ

く
す
る
資
産
の
交
換
に
つ
い
て

は
、
交
換
そ
の
も
の
に
よ
っ
て

何
等
所
得
の
発
生
は
な
い
も
の

と
し
、
た
と
え
所
得
の
発
生
は

あ
っ
た
に
し
て
も
、
交
換
に
よ

っ
て
譲
渡
し
た
資
産
の
取
得
価

額
と
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
後

取
得
資
産
に
つ
い
て
譲
渡
が
あ

る
ま
で
課
税
を
延
期
す
る
こ
と

と
し
て
も
大
し
て
弊
害
が
生
じ

な
い
こ
と
等
を
考
慮
し
て
、
…

原
則
と
し
て
譲
渡
所
得
は
課
さ

な
い
」
も
の
と
さ
れ
る
5
。

昭
和
38
年
度
政
府
税
制
調
査

会
の
答
申
で
は
6
、
本
政
令
に

つ
い
て
「
交
換
・
買
換
え
前
の

資
産
を
引
き
続
き
所
有
し
て
い

る
と
同
視
す
べ
き
場
合
に
、
そ

の
交
換
ま
た
は
買
換
え
に
係
る

資
産
の
譲
渡
に
つ
い
て
所
得
の

実
現
が
な
か
っ
た
も
の
と
し
て

課
税
延
期
を
認
め
る
こ
と
に
あ

る
」
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て

お
り
、
そ
こ
に
は
、
ア
メ
リ
カ

法
の
課
税
繰
延
べ
理
論
が
基
礎

に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。

3

課
税
繰
延
べ
の
特
例
の
適
用
要
件
の

意
義
と
解
釈

⑴
主
要
3
要
件
（
同
種
要
件
・

保
有
目
的
要
件
・
交
換
要
件
）

の
意
義

ア
メ
リ
カ
連
邦
所
得
税
法
で

は
、
課
税
繰
延
べ
規
定
の
適
用

が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
主

と
し
て
次
の
要
件
を
充
足
す
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、①
同
種
要
件
、②
保
有
目
的

要
件
、
③
交
換
要
件
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
3
要
件
の
観
点
か

ら
、
例
え
ば
我
が
国
の
固
定
資

産
の
交
換
の
特
例（
所
税
58
条
）

を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず

そ
の
要
件
及
び
効
果
が
類
似
す

る
ア
メ
リ
カ
連
邦
所
得
税
法
の

同
種
資
産
の
交
換
規
定
（
Ｉ
Ｒ

Ｃ
§
1
0
3
1
）
に
つ
い
て
分

析
し
て
み
る
と
、
当
該
規
定

は
、「
事
業
に
お
け
る
生
産
の

用
途
ま
た
は
投
資
目
的
で
保
有

さ
れ
る
資
産
（
た
だ
し
、
棚
卸

資
産
、株
式
、証
券
、
そ
の
他
、

数
種
の
資
産
を
除
く
）
が
事
業

に
お
け
る
生
産
の
用
途
ま
た
は

投
資
目
的
で
保
有
さ
れ
て
い
る

同
種
の
他
の
資
産
と
交
換
さ
れ

る
場
合
、
交
換
に
よ
る
損
益
は

認
識
さ
れ
な
い
」
も
の
と
す
る

（
Ｉ
Ｒ
Ｃ
§
1
0
3
1（
ａ
））。

ア
メ
リ
カ
の
同
種
資
産
の
交
換

規
定
に
定
め
る
「
同
種
要
件
」

は
、
交
換
譲
渡
資
産
と
交
換
取

得
資
産
が
同
種
で
あ
る
こ
と
を

要
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ

で
は
、
交
換
対
象
資
産
が
同
種

か
否
か
は
、
当
該
資
産
の
「
等

級
や
品
質（g

rade
or
q
u
a-

lity

）」
で
な
く
、
そ
の「
性
質

ま
た
は
特
徴（n

atu
re
o
r

ch
aracte

r

）」に
よ
り
決
定

さ
れ
る
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
同
種
資

産
の
交
換
規
定
に
お
け
る
「
保

有
目
的
要
件
」
で
は
、
交
換
譲

渡
資
産
と
交
換
取
得
資
産
は
交

換
前
後
に
お
い
て
、「
事
業
用

ま
た
は
投
資
用
と
し
て
保
有
さ

れ
て
い
る
こ
と
」
の
要
件
が
要

求
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
交
換
の

相
手
方
に
お
け
る
資
産
の
保
有

目
的
お
よ
び
譲
渡
の
意
図
は
問

わ
な
い
。
さ
ら
に
、「
交
換
要

件
」
で
は
、
一
定
の
期
間
内
に

当
該
資
産
を
交
換
し
て
い
る
か

否
か
と
い
う
論
点
が
あ
る
。
判

例
法
で
は
、
同
時
的
で
な
い
事

後
的
交
換
及
び
複
数
当
事
者
が

介
在
す
る
相
互
に
依
存
す
る
取

引
も
、「
交
換
要
件
」を
満
た
す

と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ

カ
の
財
務
省
は
、
交
換
取
得
資

産
が
交
換
譲
渡
資
産
の
譲
渡
日

か
ら
45
日
以
内
に
決
定
さ
れ
る

こ
と
、
か
つ
、
交
換
譲
渡
資
産

の
譲
渡
日
か
ら
1
8
0
日
以
内

に
取
得
さ
れ
る
こ
と
」
の
制
限

を
加
え
た
の
で
あ
る
。

⑵
我
が
国
の
課
税
繰
延
べ
規
定

の
主
要
3
要
件
の
解
釈

我
が
国
の
固
定
資
産
の
交
換

の
特
例
で
は
、
①
交
換
譲
渡
資

産
及
び
交
換
取
得
資
産
が
と
も

に
同
種
で
あ
る
こ
と
、
②
交
換

譲
渡
資
産
が
1
年
以
上
所
有
す

る
固
定
資
産
で
あ
る
こ
と
、
か

つ
、
交
換
取
得
資
産
は
相
手
方

が
1
年
以
上
所
有
す
る
固
定
資

産
で
あ
り
、
か
つ
交
換
の
た
め

に
取
得
し
た
も
の
で
な
い
こ

と
、
③
交
換
取
得
資
産
は
、
交

換
譲
渡
資
産
の
譲
渡
直
前
の
用

途
と
同
一
の
用
途
に
供
す
る
こ

と
の
要
件
が
要
求
さ
れ
る（
所

税
58
条
1
項
）。

こ
の
特
例
に
い
う
「
同
種
要

件
」
は
、
交
換
取
得
資
産
と
交

換
譲
渡
資
産
が
同
種
で
あ
る
こ

と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
が
、
実

際
、
ど
の
よ
う
な
資
産
が
同
種

資
産
に
当
た
る
か
に
つ
い
て
現

行
法
に
定
め
は
な
く
、
そ
の
判

断
は
、
専
ら
解
釈
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
。
課
税
実
務
で
は
、
交

換
譲
渡
資
産
の
種
類
及
び
区
分

に
応
じ
て
交
換
取
得
資
産
と
同

種
か
ど
う
か
、
ま
た
は
同
一
か

ど
う
か
が
判
断
さ
れ
る
（
所
基

通
58－

6
）。こ
の
点
で
、
ア
メ

リ
カ
の
同
種
資
産
の
交
換
規
定

に
お
い
て
適
用
さ
れ
て
い
る

「
性
質
ま
た
は
特
徴（n

atu
re

o
r
ch
aracte

r

）」に
よ
る

判
定
基
準
が
参
考
に
な
る
で
あ

ろ
う
（
Ｉ
Ｒ
Ｃ
§
1
0
3
1

（
ａ
））。

次
に
、
我
が
国
の
固
定
資
産

の
交
換
の
特
例
に
規
定
す
る

「
保
有
目
的
要
件
」
で
は
、
①

交
換
譲
渡
資
産
が
1
年
以
上
所

有
す
る
固
定
資
産
で
あ
る
こ

と
、か
つ
、交
換
取
得
資
産
は
相

手
方
が
1
年
以
上
所
有
す
る
固

定
資
産
で
あ
り
、
か
つ
交
換
の

た
め
に
取
得
し
た
も
の
で
な
い

こ
と
、
②
交
換
取
得
資
産
が
、

交
換
譲
渡
資
産
の
譲
渡
直
前
の

用
途
と
同
一
の
用
途
に
供
す
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
点

で
ア
メ
リ
カ
の
同
種
資
産
の
交

換
規
定
が
交
換
の
相
手
方
の
資

産
の
保
有
目
的
及
び
譲
渡
の
意

図
は
問
わ
な
い
も
の
と
さ
れ
る

の
に
対
し
（
Ｉ
Ｒ
Ｃ
§
1
0
3

1（
ａ
））、我
が
国
の
固
定
資
産

の
交
換
の
特
例
は
、
交
換
の
相

手
方
の
保
有
目
的
を
制
限
し
て

い
る
と
い
う
意
味
で
、
当
該
規

定
の
「
保
有
目
的
要
件
」
は
文

理
解
釈
上
、
厳
格
に
定
め
ら
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

固
定
資
産
の
交
換
の
特
例
に

規
定
す
る
「
交
換
要
件
」
に
つ

い
て
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｃ
§
1
0
3
1

（
ａ
）と
同
様
、
明
確
な
基
準
は

設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
実
際
、

交
換
要
件
に
関
連
し
て
争
わ
れ

た
裁
判
例
で
は
、
同
時
的
で
な

い
事
後
的
交
換
及
び
複
数
当
事

者
が
介
在
す
る
相
互
に
依
存
す

る
取
引
は「
交
換
要
件
」を
満
た

さ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る

が
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｒ
Ｃ
§
1

0
3
1（
ａ
）を
参
照
し
、
交
換

取
得
資
産
が
「
決
定
ま
た
は
取

得
さ
れ
る
」
ま
で
の
期
限
を
定

め
る
こ
と
も
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

結
論
と
し
て
、
租
税
特
別
措

置
法
を
含
む
課
税
繰
延
べ
規
定

は
、
そ
の
理
論
的
根
拠
で
あ
る

「
投
資
の
継
続
性
」
の
観
点

（
同
種
要
件
・
保
有
目
的
要
件

・
交
換
要
件
な
ど
）
か
ら
解
釈

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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